
トの自社一貫体制を考えたり，勧められたりすること
はあります。ですが，新規の設備投資をしてもその回
収は難しいと思われ，必要な製材の量は200m3/月程
度であるため，自社で製材するより，生材購入・自社
乾燥が有利と考えています。
また，補助などが絡む建物以外で道産材が指定され
ることはありませんし，こちらから推すこともありま
せん。ただ，柱，梁にはホワイトウッドのプレカット
材を使い，小割材などに道産材（トドマツ）を使うこ
とで性能とコストのバランスが良くなります，という
アピールはしています。現在のところ，プレカット材
を含めた建築用製材の中でトドマツ材の占める割合は
15％ほどです。これをさらに高めるためには乾燥材
の寸法安定性を向上させる技術が必要になると考えて
います。
当社の乾燥機をフルに稼働させると乾燥製材が自社
消費量よりも多く生産されます。その余剰分の多くは
北海道木材市場に出荷しています。木材市場に出荷し
ているのは，当社の都合に合わせた製品生産が可能に
なるからです。これが，当社が自ら顧客に販売すると
なると，先方の要望に応じた材種の乾燥が必要にな
り，当社の都合との間にギャップが生じてしまいま
す。
なお，円安により輸入製材の価格が上がってきてい
るので，羽柄材（特に貫胴縁）の乾燥材を販売するこ
とが増えてきています。
　
◆人材を集める
当社のような地域の中小企業が，例えば新卒の高校
生を採用することは，地域に子どもが少なくなり，専
門学校を含めた進学希望者が多く，就職希望者数が限
られている中ではとても難しいことだと感じていま
す。実際，地元の高校生，北の森づくり専門学院から
はともにまだ採用に至っていません。他方，この近郊
地域では製造業の職場はあまり多くはないようなの
で，そのような分野を指向する求職者への当社のア
ピールポイントと感じています。実際，大学進学後に
Uターンしてきた方が応募してきて，現在，工場で活
躍しています。また，勤務時間に制限のある方がパー
ト社員として工場で6名ほど勤務してもらっています。
よく聞くと思いますが，「他の人と違うことをしな
いと成功しない」という言葉があります。新卒者，フ
ルタイム勤務が可能な社員の雇用にこだわるのではな

く，転職で来てくれた方，パートで来てくれる方など
を広く受け入れながら工場を運営することで，順調な
生産活動を維持できています。また，人材確保とは異
なりますが，他と違うことに取り組むことで価格競争
に巻き込まれることを避けてもいます。

◆新しい取り組み
社会から必要とされている会社にしたいと思いま
す。会社の規模がある程度あって，売上げ規模が例え
ば5億とか7億とかあると，やりがいがより感じられ
るだろうし，社員も会社への帰属意識が持てるように
思っています。
また，造材を始めてみて，パルプ材の量（割合）に
よって収益が大きく左右されることがわかりました。
パルプ材をいかに減らすかが収益向上のポイントにな
ります。
社業の成長，造材の収益向上を目指し，最近，二つ
のことに取り組み始めました。
①パルプ用の原木を製材する取り組み
当社の工務店関係のお客さんの中に，一般的には欠
点と見なされる材料をおもしろいと言ってくれる方が
います。そこで，道有林の立木を伐採する際，パルプ
用と見なされる広葉樹原木でも比較的良好な材は分別
し，別途収集することを試みています（写真1，写真

2）。ナラ，シラカバが多い原木を賃挽きしてもらい，
現在，天然乾燥中です。

 

②木杭の製造
つき合いのある工務店の方から，コスト削減のため
に木杭を使いたい，というリクエストがありました。
地盤が比較的しっかりしている上川ならば木杭で十分
に地盤強化の性能を発揮するし，コンクリートパイル
と木杭とでは住宅1軒あたり50万円くらいは違う，と
のことです。このような要望に応えて地盤補強向けの
木杭（写真3）の製造・販売をはじめています。

 

このような広葉樹利用，木杭販売などを始めてみ
て，以前よりも多様な情報への感度が高くなったよう
に感じています。

◆森林認証について
当社は上川森林認証協議会の一員としてCoC認証を
取得しています（写真4）。現在のところ認証材の活
用事例はまだありませんが，注文があった際に対応で
きるよう継続しています。

また，道有林の立木販売の入札ではCoC認証が必要
なケースがあります（たとえば，表1）。このことも
CoC認証を維持している理由の一つです。

謝辞
北海道木材青壮年団体連合会の副会長として長野県
での全国大会に出発される直前のお忙しい中，社業に
加え，学生時代はクロスカントリースキーの選手とし
て活躍し，現在は地域のジュニアチームのコーチとし
て活動されていることなど，プライベートな部分につ
いてもお話を伺いました。長時間にわたり対応いただ
いた伊藤社長に深く感謝申し上げます。

士別市朝日町の郷土資料室（朝日活性化施設「まな
べーる」内）に，エゾマツのついたてが展示されてい
ます。樹齢230年で，径は優に1mを超えています。
そのついたてには，「役場庁舎落成記念として，東邦
木材工業社長・伊藤嘉太郎氏寄贈」と印されていて，
東邦木材工業（株）の歴史の一端が感じられます。そ
こで，2023年度から当協会の理事を務めていただい
ている伊藤伸太郎社長に，会社の歴史，現在の事業内
容や新しい取り組みなどについてお話を伺いました。

（文責：普及協会・菊地）

◆会社の概要
昭和6年，愛媛県西条市から北海道に移住してきた

伊藤嘉太郎が造林・造材および小規模な製材工場を始
めました。これが当社の始まりになります。二代目の
伊藤清基は造材事業を強化し，製材工場の設備を充実
させると共に，札幌圏での不動産賃貸事業を始めまし
た。三代目の伊藤茂喜は乾燥設備やプレーナー設備な
どを導入してプレカット加工事業を始める一方で，後
に造材事業と製材工場を廃止しました。そして，
2018年に四代目として私が事業を引き継ぎ，プレ
カット事業を強化すると共に，造材事業を再開しまし
た。創業93年目となる今年，売上げの9割をプレカッ
ト加工およびそれに関連する建材販売が占めていま
す。　

◆造材事業再開の考え
造材事業を再開した理由は二つあります。一つは，
プレカット事業の将来性です。日本の人口構成から個
人住宅の新築需要が減少していくことは明らかです。
事実，ウッドショック前にはプレカット事業の採算性
が悪化する方向にありました。三代目の時代に製材事
業を廃止し，プレカット事業を始めて企業として存続
できる体制をつくりました。同様に，10年後，20年
後にプレカット事業を廃止ないしはそのウェイトを下
げたとしても企業が存続できるようにしていかなけれ
ばならないと考えています。

もう一つは，造林の事業量が低下傾向にあると共
に，造林作業が休みとなる冬期間の作業量の確保に苦
労している事情があります。一方で，道産材需要が拡
大するにつれて造材の分野が忙しくなっていることを
見聞きしていました。そこで，造林作業が休みになる
冬期間は造材に携わることで社内の作業員配置がうま
く回るようになると考えました。このタイミングでつ
き合いのあった林業関連の事業者から造材技術者を受
け入れることができ，その指導の下で社内の若手社員
が造材作業の経験を積み，比較的短期間のうちに造材
班を編成できるまでになりました。昨年までの約3年
間で中古を含めて7台の林業機械を導入し，1万m3程
度の丸太を生産するに至っています。
造材の大半は国有林を対象としていますが，一部，
道有林の立木販売を入札で取っています。道有林の造
材で得た丸太は製材事業者に販売していますが，製材
品を当社で引き取る約束をして製材工場に入れること
もあります。
ウッドショックが始まる前に造材事業を再開し，伐
採した原木からの製材を確保できたことはタイミング
が良いことでした。かつてよりも輸入乾燥製材の価格
が上がった現在，これからも伐採した原木から乾燥製
材を製造し販売していきたいと考えています。

◆プレカット事業
プレカット材は主に上川管内の工務店から受注して
います。プレカット材の生産能力は施工面積で示すと
24,000m2/年程度です。プレカット生産はウッド
ショックの時期は順調でしたが，その後は，生産能力
の全てを発揮する状況にはなっておらず，おおむね
6～7割程度にとどまっています。
プレカットの課題は製品の特徴が出しづらく，価格
競争に陥りがちなことにあり，この先も厳しいことが
容易に想像できます。だからこそ，この先には造材を
プレカットと並び立つ柱にしたいと考えています。
現在，プレカット用の製材は，輸入品および近隣の
製材工場から入手しています。造材→製材→プレカッ
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感謝状をいただきました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

4 月 22 日の総会の席で，協会 70 周年の記念品目録を高橋会長から北森カレッジの土屋学院長

にお渡ししました。その返礼として，5 月 13 日，北森カレッジの校舎内で記念品に対する知事感

謝状の贈呈式を行っていただきました。協会からは高橋会長，三津橋副会長が出席し，北森カレ

ッジからは学院長をはじめ 1 年生と教職員の皆さまに参列していただきました。 
その席で，高橋会長からは以下のような激励の言葉を学院生にお伝えしました。 
『林業，林産業に限りませんが，産業の持続的な発展を支えるのは，ひと，です，知識，技

術，こころざし，を備えた，ひと，です。記念品のひとつは，国産材 70 樹種の見本です。「70」
は，普及協会 70 周年にちなんだ数字です。ですが，実際には 71 樹種としてあります。皆さんが

林業・林産業のプロとして一歩あゆみだす願いを込めたプラス 1 です。充実した学院生活を送ら

れることを，そして，将来，林業，林産業にはばたき，活躍されることを期待しています。』 

 

土屋学院長，高橋会長，三津橋副会長 
（右から） 

感謝状（協会事務所に掲示） 

樹種見本の学院生への授与 学院 1年生と一緒に 


